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調 査昌的

本県日本海海域で漁獲対象となるウスメバルの再生産，資源の添加，漁場形成の実態を解明し，本種

の増殖手法を究明する。

調査方法

1 稚魚分布調査

試験船青鵬丸(19. 94トン)で日本海定線海洋観測のため航走中に発見される流れ藻を稚魚ネット

(口径1.3 m)で藻ごとすくいとり，流れ藻に付随する仔，稚魚を採集した。調査は昭和55年 6月25

日と同年 8月 8日の 2回行った。

2 若魚・未成魚期の分布調査

(1 ) カゴ網漁獲試験

表 3に示した仕様のアイナメ用カゴを延縄式として， 1基に 3-4個のカコ。をとりつけ，

水深別に設置した。調査場所は北津軽郡小泊村沖合の水深20-84mの岩盤部である(図 1)。設置

時期， とりあげ時期，設置場所，同水深は第 1表に，水深別の施設の仕様を表 2に示した。

施設設置期間は 7-9日間であり，昭和55年 9月~同年10月の聞に 3回の漁獲試験を行い，併

せて層別の水温，塩分も測定した。

(到着底稚魚の潜水調査(委託)

流れ藻付随生活から着底移行後の稚魚の垂直分布および生息状況，生息環境を調査するため，カ

コψ網漁獲試験を行った海域のうち，水深40m以浅で潜水による目視，写真撮影を行った。調査時期

は前記調査と平行して. 9 -10月の聞に 3回行った(表 6，図 6)。

3 束IJ網標本船調査

小泊漁業協同組合所属のウスメバルの刺網許可漁業に従事する 5隻を選定し，漁場水深別の魚体組

成，魚種組成等を調査した。同漁業の許可期間は 6月 1日から 8月31日までであり，許可漁場は権現

崎西方約 9.6海皇沖合の西津軽堆の大半を包含している(凶 2}o 操菜海域の海区区分は当初 1本釣

標本船調査も併せて行う予定であったため 2.5海里桝目とした。

4 漁獲統計調査

県農林統計により，本県下の各地の漁獲量の推移を昭和44年度から54年度までの11年間を調べた。

本統計ではヤナギメバルとされており，他魚種を包含しているおそれもある。また，日本海での全国
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規模の漁獲状況についてはアンケート調査によった。

調査 結果

1 稚魚分布調査

2回の調査のうち， 8月上旬の調査では航走中に流れ藻を発見できなかった。 6月25日の第 1回調

査では 5地点で流れ藻とともに，ウスメバルを含む 7種の仔稚魚が採集された(表 4)。採集地点は

いずれも権現埼以南~鯵ケ沢の水深30m以浅の沿岸反流域である。出現魚種のうち，量的にはクロソ

イが最も多く(全個体数 320)，ついでウスメパル(104) ，サヨリ (19)，クジメ(8) ，キツネメ

バ ル(3) ，サンマ(3) ，ソイ類(1 )であった。

ウスメバル，クロソイの全長組成をみると，ウスメバルの方が幅がやや狭く，そのモードはウスメバ

ルで47-48111111，クロソイで42-43111111'こあり，ウスメバルの方がやや大きい(第 3図)。両種とも，全長

組成の幅が約30-60111111とかなり大きい点が注目される。

っさに，胃内容についてみると，ウスメバルでは例外なく小型の浮遊性コベポー夕、類のみが認めら

れたが，クロソイでは流れ藻に産着されたサヨリの発生中の卵を飽食しているものが多く認められた。

なお，クロソイとウスメバルの稚魚は生時には全く異なった体色を示すので，容易に識別し得る。

クロソイでは全体に黄緑色の地色に黒褐色の横帯が認められるが，ウスメバルで、は地色が赤褐色を呈

する。

2 カゴ網漁獲試験

3回の漁獲試験で入網した水産動物の出現状況を地点別に，表 4に示した。ウスメバルの入網がみ

られたのはst.6 (水深38-40m)で 3個体， st.3 (60-64m)で 2個体， st. 8 (70-72m)で 9個体

の合計14個体にすぎなかった。

体長範囲と入網水深との関係を図 4に示したように，大型個体ほど深味に生息する傾向がみられる。

漁獲時(又は設置時)の水温鉛直分布と，ウスメバルの漁獲がみられた水深帯とを図 5に示した。

ウスメバルの分布がみられたのは水温220C以下の水深帯であった。

入網したウスメバルは海底からドラムでゆっくり引揚げられたが，減圧による魚票の膨張，これに伴

なう内臓諸器官の圧迫による胃の反転吐出および眼球の突出がほとんどの個体で認められた。従って，

この状態の魚体を通常の方法で標識放流を行うことは不可能であった。

混獲魚種はウスメバルを含む16種で、あり，このうち，ソイ・メバル類はメバル，エゾメバル，キツ

ネメバル，クロソイおよびウスメバルの 5種にのぼり，同海域に生息することが予想されるほぼ全魚

種を合んでいに。

なお，同漁法で入網した最小群は全長 106- 109 flllll (体長86-89111111)であり， 1年魚と考えられ，

流れ藻付随生活から着底生活へ移行してまもなくの当歳魚の入網は皆無であった。
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3 着底若魚の潜水調査(委託)

潜水調査地点，同水深，海底部の流向，流速，底質等の観察記録を表 6，図 6に示した。各調査地

点ごとの観察魚種の観察個体数および目測全長範囲を表 7に示した。

この調査でウスメバルのみられたのは第 3回調査の10月12日に行った st.10 (水深33m)において

のみであった。ここでは当歳魚と恩われる全長 5-6cm(目測による)の小群 (15個体前後jが高さ

約 5mの岩盤下部でみられた。ウスメパルは頭部を上方へ向け，体を斜位にして静止しており，メバ

ル， トゴツトメバルなどと同様の習性を示していた。

4 束IJ網標本船調査

5隻の標本船の操業野帳への記録期間は個人差が大きく， 11-54日の範囲にあった。今年度のウス

メバル漁は前年に比べ，かなりの不漁に終始したため，許可期聞を残して，中途で，前沖のスルメイ

カ1本釣漁に転換したものもある(表 8)0 5隻の総操業日数 142日の資料をもとに，ウスメバルの

生態的側面を検討した。

(1)漁場利用状況

西津軽堆の峰状の隆起部よりも水深70-140mの海底斜面部での操業頻度が高L、。投網地点の選

定は，専ら魚探反応、にでる魚群の発見によっており，魚群の集群が多くみられるのが前記の水深帯

であることによろう(図 2，表 8)。

(2) 漁場水深別魚体組成

5隻の操業水深と漁獲された魚体別の累積漁獲量の関係、を図 7に示した。なお，大は全長24cm

以上，中は16-23cmであり，束IJ網では小サイズのものは漁獲されない。

これによれば，大サイズのものは水深 135mを中心とする 120-150 m前後に漁獲量の山が認め

られる。中サイズでは漁獲の山が 2つあり，大きい山は水深70-90mにあり，小さいものは大サイ

ズの山と一致する水深帯にある。小型のものほど比較的浅所に分布する頃向が認められた。

(3) 束IJ網漁獲物に占めるウスメバルの比率

5隻の累積漁獲量(重量j のうち，混獲魚種別の漁獲比率をみると，ウスメバルの 4，401kgを

100とした場合，ホッケ38，エゾメバル19，サパ 9，ヤナギノマイ 0.7，キツネメバル O.7であっ

た。他種混獲魚が経済的に低価値であるか，量的に少ないため，ウスメパルへの依存度が極めて高

いといえる。

5 漁獲統計調査

(1) 青森県におけるウスメパノレの漁獲量

農林統計における本種の取扱いはヤナギメバルの名称で一括されており，特に陸奥湾での漁獲統

計は疑わしいので，今回の集計からは除外した(表 9)。昭和44年-54年の11ヶ年の統計によれば，

日本海沿岸での漁獲が抜きん出て大きく，次いで太平洋，津軽海峡沿岸となっている。全県の年平

均漁獲量は 727卜ン (398-1， 042トン)であり，このうち小泊村(小泊，下前両漁協を含む)の
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漁獲が75.9%を占めてL喝。さらに，小泊村の漁業形態別にみると，京IJ網による漁獲量が年平均81%

(62 - 93 %)を占め，一本釣漁の占める割合は小さい。

(2) 日本海各県におけるウスメバル漁業に関するアンケー卜調査結果

日本海におけるウスメバルの全頃規模での漁業の実態はごく断片的にしか知られておらず，統計

資料もみられないので，北海道以南長崎県に到る日本海に面する各府県の水産試験場へアンケート

調査の協力依頼を行った。その回答の一部を表10に示した。

a 地理的分布:成魚の分布は北海道寿部以南長崎県対馬，五島に到る日本海全域。

b 漁 場:垂直分布は全国的に大差ないようで， 150 m以浅70m程度。ただし，北限域の北

海道では40-80mとやや浅い。

c 漁法・漁期:!事IJ網， 1本釣，立縄，延織，タル流し，底曳であるが，漁獲の多い所は刺網主体。

漁期は日本海北~中部海域では産卵期を含む 2-6月，南部，九州海域で秋~冬季。

d 漁 獲 量:漁獲統計品目として整備されていないので，各県の全県漁獲量は不明な所が多い。

考 察

しかし，秋田，山形，新潟，石川では 100-200トンの水揚が推定される。他府

県での漁獲量はごく少ない。

稚魚，若魚の生態に関する知見及びその他の資料については，貴重なものを含ん

でいるが，ここでは触れない。

本県の小泊沖合の刺網漁業は全国ーの漁獲量を誇り，かつ操業許可期聞を産仔終

了後の 6-8月の 3ヶ月間に制限する等の資源保護制度を設けているのは全国的

に例をみないようである。

1 青森県日本海沿岸で採集される流れ藻に付随する稚魚の起源

6月下旬に採集された稚魚(全長30-58mm) の母体より産出されてからの経過日数を推定できる飼

育資料がないので，同属のクロソイの飼育結果(早川， 1972;星合， 1977)をもとに，両種の初期成

長に大差がないものと仮定して推定してみる。クロソイでは全長30mm(こ達するには50日-70日，同じ

く全長60mmでは 4.5ヶ月を要している。一方，青森県沿岸でのウスメバルの産仔期は聞取調査によれ

ば 4-5月とされている。

これらのことから， 6月下旬に採集された大型稚魚は本県沿岸で産出されたものではなく，日本海

中・南部海域から対馬暖流により輸送されてきたものであると考えられる。

また，本県沿岸域で産出さわず士仔魚の行方ばどうなろのか，海流の動き，初期生活史をも止に考支

てみる。石川水試 (1977)によれば流れ藻に付随し始める最小全長は15mmとされている。この成長に

要する日数はクロソイでは約 1ヶ月である(星合， 1977)。 さらに，流れ藻から離脱して着底する全

長は 5-6cmとされるから，海底で 4月下旬に産出された仔魚は成長しつつ，徐々に海面まで浮上し，
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流れ藻に付随するまでに約 1ヶ月，流れ藻に付随しつつ，標流生活を約 3-4ヶ月送った後に岩礁

域に着底するものと推定される。このように，本種は着底するまで終始，長期間にわたって他動的に

海，潮流に輸送されやすい生活習性を獲得した魚種といえる。

一方，小泊の束Ij網漁場周辺での海表面の潮の動きについて，海流瓶の再捕結果(北海道水試.1935;

茄子川・宮崎， 1956;秋田水試， 1958)によれば， 4-7月の期間の海流瓶の動きには共通したパタ

ーンがみられる。権現埼正西沖合約40-50海里を境に，陸側で流したものは大半が津軽海峡を抜け，

l部が渡島半島に漂着している。しかし，これより沖合で流したものは北海道日本海側およびオホー

ツク海に抜け，さらに， 60-80海里沖合で流したものは日本海沖合を大きく迂回して山陰，北陸，東

北沿岸に漂着している(漂着目数は 100目前後)。これらのことから，権現埼沖合 9.6海里にある刺

網漁場(西津軽堆)およびごく沿岸域で産出される仔魚の大半は津軽海峡を抜け，太平洋岸に出て，

着底するまでの聞には，はるか房総沖合に到達するものもあると予想される。

以ムに述べてきたことから，本県日本海側で流れ藻に付随している稚魚は地元産は少なく，南方か

ら津軽暖流によって輸送されてきたものが大半であることはほぼ確実であろう。

2 日本周辺海域のウスメバルの分布域および稚魚の想定輸送経路

前述の資料をもとに，日本周辺海域の本種の分布と稚魚の想定輸送経路を要約した(図 9)。北海

道宗谷岬を抜けオホーツク海に漂流するものは死滅回遊と考えられる。日本海沖合域を沿海州に沿い，

大きく反転するものは量的に少ないであろうが，日本海南部海域への資源の添加機構を考える場合に

重要な要素となろう。 1つの論拠として，山陰~能登沖合の日本海中央部から沿海州沖合海域で流れ

藻に付随したウスメバル稚魚、の採集例(石川水試， 1977)によると， 4月下旬-6月上旬の聞にみ

られ， 1つの流れ藻から数尾-500尾前後採集されている。全長範囲は16-52mmで，最も沖合の採集

地点は490 19' N， 131 0 04〆 Eで沿海州より約68"7イル沖合である。

3 着底初期稚魚の垂直分布

流れ藻に付随する稚魚は成長に伴ない，藻から一定の距離を保ち，日中には成群して水深20m位ま

で，旋回潜行行動を繰返すよつになるという(石川水試， 1977)。この行動は着底する場所として好

適な水深帯をもっ天然礁を探索しているものと理解される。

着底可能な成長段階(全長 5-6cm前後と考えられる)に達した稚魚の実際に着底可能な場所の水

深と海底地形はどうかという点が未知の問題として残る。

今回の調査では10月上旬に，小泊t白岸の水深33mの岩礁域の 1地点で小群が発見されたにすぎず，

この問題を考える上で，資料不足を免れないので，関1童文献並びに前述のアンケー卜調査で得られた

知見から論議を進める。重要な知見としては以下の 5つがある。

(1) 1976年 8月上旬に，新潟県名立沖の水深 100-150 m地点、でカレイ曳により，体長50-60mmのも

の数千尾の採集例(池原， 1977) 

(2) 1975年 6月下旬に能登半島の水深16mの地点から桁網によって体長41-50仰のもの 105尾の採集
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例 (池原， 1977)。

(3) 6-7月に，男鹿半島戸賀湾の水深10m以浅の小型定置で，全長 5-6cmの若魚、の入網例(秋田

水試，未発表j。

(4) 54年6月の潜水調査で，直江津i中水深45mのポリコン礁の下段に全長 5-7cm(目測)の若魚約

3， 000尾の群の観察例(新潟水試，未発表)。

(51 6且，若狭湾の水深50. 80， 130 mの各地点で，桁網により体長 3-5  cmの若魚の採集例(京都

府立海洋センター，未発表)。

この中で，採集時期，大きさから考えて，着底後まもないと恩われる若狭湾の事例では，水深50

-130 mで採集されているのか注目される。これらの事例でぷ採集時期.7¥.きさの相通があり，そ

れぞれの採集地点の水深をそのまま着底水深とは考えにくいが，着底可能水深帯の騒がかなり広い

ことが推察される。この幅は沿岸の岩礁域から.7.k深40m前後に及ぶことは上述の知見から十分推

定できょう。しかし，着底可能水深帯の限界域がどの程度であるのかは今後の課題であり，このこ

とは沖合の孤立した天然礁に直接若魚が着底して資源が添加されるのか，それとも沿岸浅所で着底

したものが，海底を伝ってこれらの天然礁に到達するのかどうかの問題解明上の重要な鍵となるか

らである。

つぎに，着底若魚の採集例iH、ずれも網漁具で採集されていることから，海底地形はやや平担な

海域であろうと考えられる。このことは，この成長段階の若魚は一旦はある程度の可能着底水深帯

の岩盤部に着底しても，着底期が昇温期に当るため，本種に特有の高温に対する生理特性(大池，

1977 ;石川|水試. 1978;池原ほか. 1980)から，水温23'C(?)以上の水温帯を避け，深味へ移動

せざるを得なくなる。上記の採集例は，このような群移動中のもので，好適な天然礁を求めていた

のであろう。このことから，この時期の若魚には広範囲の群移動の能力があるものと考えられる。

4 稚魚の流れ藻付随習性とその意義

流れ藻に付随する魚種は多いが，その意義については種々の論議がある。しかし，その直接の契機，

誘因となる要素としては餌料，陰の存在は否定的であり，物そのものの存在，走触性などが考えられ

ている(千田. 1965)。この問題とは別に藻に付随する習性がもたらす意義について，ウスメバルの

初期生活史を通じて考えてみる。

藻に付随する初期の段階(全長15-30111111)では遊泳力が小さく，住み家というにふさわしい利用形

態をとっている。しかし，成長に伴ない流れ藻の陰の部分に集詳するようになり，夜間{ま藻から離

れ，日の出とともにまた藻の下に集群するようになる(石川水試. 1978)。胃内容には前述したよう

に浮遊性のコベポーダが充満していることから， 流れ藻が摂餌上の意味はもっていない。

流れ藻に付随する習性は，初期の段階では明らかに生活，休息の場を獲得するのに役立つている。

しかし，それ以降，着底するまでの期間は異なる。

ウスメバルの垂直分布の特性と上述の稚魚期の流れ藻との関係をもとに，ウスメバルの稚魚が流れ

藻に伴なう習性のもたらす意義をあげてみると①藻と密接な漂流生活をとっていれば，沿岸域からあ

まり離れることもなく，いつかは潮境に到達し，そこで新たな藻に遭遇し，別の群と合流し，さらに
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大きな集団を形成しやすい，②沿岸域を漂流する藻はその寿命が尽きない間は沿岸浅所に漂着する可

能性が大き L、，@藻とともに沖合に吹き流されても，いつかまた沿岸域に漂着することが保障される

(この場合，沖合域を漂流する流れ藻の寿命(浮上能力の維持期間)が問題となる。この点について

の実証試験はないが前述の石川水試の沿海州よりのはるか沖合域で採集された事例から判断するとか

なり長期にわたることが予想される)，④藻とともに沿岸域を離れても，沖合の島，あるいは天然礁

などへ集団で着底できる可能性があり，種の維持，分布拡大を図れる，の 4つがあげられる。

しかし，この点については，流れ藻に付随しない魚種の稚魚の輸送との間にどのような差異が認め

られるのか，それぞれの生活史戦略が明らかにされなければならない。

一方，流れ藻の出現量に限度がある限り，本種の稚魚が全て流れ藻に付随できる保障はなく，流れ

藻とは全く無関係に漂流生活をとるものの存在が考えられる。この場合に，大集団を形成し得るのか，

興味深い点である。半閉鎖的環境にある陸奥湾奥部の茂浦では 5-6月頃数万単位の大集団(全長 2

-4 cm)が沿岸の表層部で観察されている(県水産増殖センター高橋邦夫氏による)が，外海域でこ

のような集団がみられるのかどうか検討課題となろう。

しかし，上述のように，本種稚魚に潜在能力として流れ藻付随習性が発達していることは疑いの余

地がないことであり，仮に外海域において流れ藻と無関係の大集団が発見されたとしても，これらは，

不幸にして流れ藻に遭遇できなかったものであり，ウスメバル資源の再生産過程の全体像の中ではご

く一部の集団であろう。これらも，絶えず，流れ藻を求めており，流れ藻との遭遇の過程にあること

を強調すべきであると恩われる。
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第 1表 力ゴ網漁獲試験の概要(第 1図参照)

調 査 時 期 施設設置場所および同水深例

設置時期 55. 9.10 st. 1 st. 2 st. 3 st. 4 

第 1 回調査

漁獲時期 55. 9.19 ( 20 ) ( 40-43 ) ( 60-64 ) ( 80-84 ) 

設置時期 55.9.25-26 st. 5 st. 6 st. 7 st. 8 

第 2 回 調査

漁獲時期 55. 10. 3 ( 36-37 ) ( 38-40 ) ( 58-59 ) ( 70-72 ) 

設置時期 55. 10. 4 st. 9 st . 10 st . 11 st . 12 

第 3 回調査

漁獲時期 55.10.12 ( 30-32 ) ( 38 ) ( 58-59 ) ( 70-72 ) 

第 2表 カゴ網延縄式施設仕様

~ 水深 30m 用施設 水深40m 用施設 水深60m 用 施 設 水 深80m 用 施 設

使 用 カ コ 数 3 4 4 4 

ア ン カ 両爪 20kg 両爪 20kg 両爪 30kg 両爪 30kg 

幹網ロープ径 16 "弘 16弘 18匁 18玖
およびロープ長 120 m 200 m 250 m 250 m 

カ コ 間 隔 30 m 40 m 50 m 50 m 

浮 玉 尺玉 1ケずつ 尺玉 1ケずつ 尺玉 2ケずつ 尺玉 2ケずつ[

浮玉用ロープ長 45 m 60 m 80 m 

標 識 竹旗 竹 旗 竹 旗 竹旗J

第 3表カゴ網仕様

項 目 寸 法

カ コ
1. 2 × 1. 5 × 1.0mの直方体
(縦) (横) (高さ)

鉄 枠 12 %丸鉄俸

落し筒入口径 直径 30 cm I 

落 し筒奥径 直径 15 cm 

網 目 メ仁入3 7 節
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第 1回流藻調査(55. 6. 25 )で出現した魚種別出現個体数および全長範囲
/ 

第 4表

採集地点 7.k 深 採 集 時 間 ウ ス メ ノミ、 /レ ク ロ ソ イ そ の他 の魚種

十 沖 32 m 11:27 -11:38 48 (33-56mm) 137 (33-60mm) クジメ 5 (47-114棚)

キツネメバル 1 (11. omm) ， ソイ委員 1 (7.omm) 

十 沖 30 m 11:38-11:50 2 (46， 48 mm) 6 (39-58棚)

サヨリ 3 (9 -Z9mm) 

車 力 沖 18 m 12:32 - 12:42 10 (42 - 51 mm) 9 (28-46棚) サン?1 (24m班)

クジメ 3 (72-117 mm) ，サン?1 (12 5mm) 

鯵ケ沢 れ11 25n1 13:00 - 13:10 11 (30 - 57 mm) 33 (29-52mm) サヨリ 9 (9. 0 -16. 5mm) 

ヨウジウオ 1 (63mm) 

キツネメバル 2 (27. 29府間)

鯵ケ 沢 沖
m 

14:05 -14:15 33 (33 - 56 mm) 135 (31-55mm) サヨリ 7 (11-19mm) 30 

サンマ (14仰)

ー
ご
臼

l



第 5表地点別カゴ網漁獲結果

上段の数字は 1カゴ当りの平均個体数， ()内は全長岡範囲

】

同

品

l出¥"""ケR¥、FJ地 点

st . 1 st . 9 st . 5 st. 6 st" 10 st . 2 st . 7 st. 11 st . 3 st . 8 st. 12 st • 4 

水深(瑚 20 30 ~ 32 36 ~ 37 38 ~ 40 38 40 ~ 43 58 ~ 59 51> - 59 60 ~ 64 70 ~ 72 70 ~ 72 80 ~ 84 

カゴ数 3 3 3 3 3 4 3 4 4 4 4 4 

ト フ ザ メ 仏~6J
イ シ タ イ

32. 7 9. 7 
(70~129) 96~149.l90) 

ウ 、、、 タ ナゴ
1. 0 。60)(l34~ 224) 
O. 3 

(014の7 (135~1l80 H 
O. 3 O. 3 サ サ /ハベラ 。40，158) 。70-17

O. 3 O. :， 
キ ニ1 ウ セ ン (122-22 。56) αO(。

フ タ。 イコ (135戸ー29

メ ノぐ ノレ (194~28 

ウ メ ノ" Jレ
1.0 O. 5 ス 。 06~109) (121，12 

iエゾメバル α0o.o3 ) 

020，0137 1) (131，202の7 00463 ) 88~ キツネ メ ノ ぜ ル
(199， 24 

ク ソ イ O. 3 口
(24:， ) 

O. 3 O. H O. :l 
αH7-四1ゆ0 (284~301刈4 

O. :， 
ア イ ナ メ ο20) 。14)(226 ~282) “:1(守

O. 3 
ア ナ ノ¥ ゼ ( 192) 

ウ マ ヅ ラハギ 。7
。20~25 2)

__(__uj_えよ五lI

ヒ フ メ
(206，273 

エゾイソアイナメ
O. 3 1.3 1. 0 2. 0 1. H O. 7 1. 5 

(270-，ぅ1430 (260~3140 3 (1911-，泊5。0 ( 216) (194~265) (184 -211) 。 65~266)。65~266) 。23-2:，6)。20~240)

コ ウ イ カ
O. 7 

(64， 73 

ア オ イ カ

、、、 ズ ダ コ (40kの3 

ダ コ (112a 
1. 0ゐて7

ρ
d
p
ま

7
3

J

f

d

Z

2

 



潜水調査地点の底質および観測結果

項¥人目¥¥3¥也調、引査主日時一期

第 1 回調 査 第 2 回調査 第 3 回 調 査
(55. 9. 19 ) (55. 9.30.) (55. 10. 12) 

st. 1 st. 2 st. 3 st. 4 st. 5 st. 6 st. 7 st. 8 st. 9 st . 10 

水 深 (m) 42 21 24 41 36 14 38 33 20 33 

流 向 N N N N N N S S S 

流 速 cm/秒 5 20 。 50 30 20 20 10 3 10 

平 30 沖 そ 10 沖 高そ 高転 高他 高水 局 を
担 メC入3 の 押1 倶1 さ の さ 石 さ lま さ 路 さ 隔
六正 100 側間 高 lま 50 間 3 カ1 o. 5 砂 2 状 5 て
石山 [1胃 l立 は 転 cm は 同 多 地 同 m の m て

海 盤 の 砂 10 20 石 程砂 7 数 1. 0 の砂 の
、

上転 地 ×帯 度地 m 散 m 平地 小平
底 に石 、 40 50 

、
の

。
の在 の 担 と 岩担

粗が 陸 C初 m 陸 岩
。

岩 な転 盤 7ょ
景 砂 2 倶H の の側 岩 量産 盤 岩石 巧ヲ守ミT 草fi

層 に 転 ・ lま 盤 左 qプ~ 突 左 盤
。

起盤
観 r、、 4 1 石 岩砂 ηプ甘て 起 起 7ヴ℃巴 が域

10 m 2 帯 綾地 起 の が 起 孤. C明 間 2 
。

が
。

カt 間 散 の 立連
)隔 m 孤 散 l立 在 間

、
tJ. 

底 あ 高 立 在 砂
、

は 砂 る
り 転 の し

、
地 地

。

質 在 岩 て
、

す 盤 お
る あ り。

り
、

。
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潟水地点別の観察魚種と出現数，目視全長範囲 (cm)第 7表

ノ之

/会

/さ

じ下町
st. 1 st. 2 st. :0 st. 4 st. 5 st. 6 st. 7 st. 8 st. 9 st . 10 

n 全長 n 全長 n 全長 n 全長 n 全 長 n 全長 n 全長 n 全長 n 全長 n 全 長

イ シ タ イ 35 7~10 50 7~1() 5 7 ~10 17 7~ 10 16 7 ~10 10 5 ~10 

ヨマ ゲ イ 日 20~"0 5 20~40 100 10~15 l 30 50 2 10 
ト ー 一一 ト一一

リュウクウハゼ 10 

ウ 、、、 タ ナコ 15 10~15 

ス ズ メ ダイ 10 5~6 10 3 ~ 5 10 3~4 

サ サノハベラ 4 10~15 2 10 5 10~15 3 10 10 1O~15 5 10~15 

キ ニ. ウ セ ン 5 10~15 3 10~15 6 1O ~15 15 10~15 20 10~15 30 15-20 15 15~0 15 15-町 20 20 10~15 

コ フ 夕、 イ 3 20~70 2 15 

メ ，、ミ ノレ 3 20 1 20 3 20 5 15~20 

ウ ス メ ノゼ /レ 15 5~6 

キツネメノゼノレ 15 1 20 1 20 3 10~15 1 20 1 25 5 5 ~10 

ア イ ナ メ 1 10 15 10~15 1 20 3 15 

ヴ 7 ヅラハギ 10 15~20 6 20~40 40 10-15 

ヒ フ メ 1 20 

ー
ご
品

l

/
l
¥
イ
1
1
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ウスメバル刺網漁業標本船調査

標 本 船 名 トン数
馬 力 操業記録期間

延日数
海区別操業延 日 数 ※ 

(p S) (年月日〕 49 59 60 61 71 72 73 85 

第 1 美 代 丸 4. 98 40 55. 6. 1 ~ 55. 8. 13 54 9 3 20 22 

第 8 柴 崎 丸 4. 97 50 55. 7. 25 ~ 55. 8. 31 26 3 6 2 1 14 

第 18 大 栄 丸 8. 75 55 55. 7. 28 ~ 55. 8. 24 25 4 8 5 4 2 1 1 

第 5 長 運 丸 4. 97 50 55. 7. 25 ~ 55. 8. 8 11 2 2 1 2 1 3 

松 宝 丸 4. 97 35 55.7. 27 ~ 55.8.31 26 3 3 8 6 

計 142 4 22 17 40 14 4 40 l 

第 8表

海区番号は図 2を参照のこと。※ 

青森県沿岸におけるウスメバルの海区別漁獲量(県農林統計による;単位トン)

各海区の市町村構成;日本海(小泊，市浦，車力，鯵ケ沢，浦浦，岩崎)，津軽海峡

西部(三厩，今思1])，中央(佐井，大間)，東部(風間浦，大畑)，大平洋(束通，

六ケ所，三沢，百石，八戸，階上)。

第 9表

ー
ニ
叶
|

海区区分 44年 45年 46年 47年 48年 49年 50年 51年 52年 53年 54年 年平均

日 本 海 392. 6 617. 3 391. 7 652. 4 647. 8 835. 2 672.8 674. 6 765. 0 963. 2 888. 9 682. 0 

iI子 間 部 12. 2 28. 9 5. 6 18. 6 11. 9 14. 2 23. 1 22. 9 39. 6 13.8 16. 0 18. 8 

軽
中 央 O. 02 1. 1 O. 2 2. 5 3. 3 7. 1 2. 8 2. 0 7. 1 30. 9 22. 6 7. 2 

海
H皮 東 部 O. 07 O. 6 O. 9 O. 08 2. 3 O. 04 。7

太 平 洋 O. 2 95. 0 12. 8 11. 1 12. 6 31. 3 42. 8 29. 4 

ノ仁合1、 計 404. 8 647. 3 397. 5 673. 5 663. 2 951. 6 712. 1 711. 5 824. 4 . 041. 5 970. 3 727. 1 I 

泊 村 343. 2 589. 9 336. 6 567. 5 541. 4 686. 7 486. 3 466. 4 559. 5 781. 3 713. 2 552. 0 

向上岡 県比防) 84. 8 91. 1 84. 7 84. 3 81. 6 72. 2 68. 3 65. 6 67. 9 75. 0 73. 5 75. 9 



第10表 日本海各道府県におけるウス

調査依頼 成 魚 同 ，水 深

先水産 の分布 漁 場 漁 法 漁 期

試験場 の有無 (m) 

網 走 無

鎖| 路 無

稚 内 無

道立中央 有

函 館 有 松前，福島町管内 100 - 150 
ホッケ刺網. 1本釣

春で混獲される

秋 田 有
向瀬，新礁，メグリ礁，

70 - 150 東リ網・ 1本釣
周 年

白瀬礁の 4天然礁 2 - 6月盛期

山 方三 有 飛島，鳥海礁，向瀬 50 - 150 刺網・ 1本釣
周 年
2 - 10月盛期

新 潟 有
直江津，佐渡，粟島，

75 - 155 
一枚刺絹. 1本釣

周 年
瓢箪瀬などの天然礁 タル流し

富 山 不明 資料な し

石 }II 有
能登半島沿岸岩礁域の天

80 - 130 刺網・ 1本釣
周 年

然礁 3 - 5月盛期

福 井 不明 資料な し

京 都 有 白石礁，浦島礁，浅茂川
80 - 140 l本釣主，延縄

周 年
沖の天然礁 4 - 7月盛期

兵 庫 有
余部沖天然礁 130 - 150 

1本釣，立縄，底曳 4 - 5月. 8月経ケ岬沖浦島礁 100 - 140 

鳥 取 有 主要漁場はない 50 - 100 刺 網 周 年

島 根 回答
な し

山口外海 有
萩市見島以北の大陸棚上

100 - 180 底曳網
周 年

の瀬 (8 -10月主)

福岡豊前 無

佐 賀 無

長 崎 有 対馬，壱岐，五島周辺 30 - 150 ? 対馬，延縄 対馬;周年
五島，京11網 12 - 2月盛期
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メバル漁業に関するアンケート調査結果

年 漁 獲 量 稚魚・若魚の生態に関する知見，その他参考資料

流藻に付随する稚魚は確認していなし、。

後志支庁島牧沖水深35mの人工礁で，東1]網により 1尾 (BL ・20c抗)の混獲
記録(55. 4月〕

資 料 な し 稚魚の分布不明

ウスメバル 200 トン前後 流藻付随稚魚， 3 - 5 cm，男鹿半島周辺で 6月にみられる。全長 5-6cmの
メバル類 256- 368 トン 稚魚，戸賀湾の水深10m以浅のコウナゴ定置に入網 (6- 7月)

メバル類 85-167 トン 稚魚の分布不明

佐渡小木町漁協のみ:約 流藻付随期 4月下旬-6月上旬 (15-6卿m) ; 5 - 7 cmの稚魚，水深45mの
60 トン ポリコン礁下段に 3，000尾，直江津沖(54 6月)

蛸島・珠州中央・宝立・
産仔期， 2-3月;全長14-7慨祝の稚魚は 4- 7月に流藻に付随。内浦 4漁協:43-128トン

全県推定約20トン 若狭湾の水深50，80， 130 mで桁網により体長 3-5cmの稚魚の採集例あり
下字川漁協 4-11トン ( 6月)

但馬海区 6-14トン 稚魚の分布は未確認

不 明 流藻付随稚魚の分布，水深 100m以深の沖合域， 4.5 cm位，数量は少ない。

少 量 流藻付随稚魚は未確認

対馬の高浜漁協 流藻付随稚魚:対馬では 5-6月，3-5cmのもの，モジャコ採捕の折混獲
1. 4 - 3.7 トン される。
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